
公
益
財
団
法
人
友

公
益
財
団
法
人
  友
  愛愛

第
九
回
臨
時
理
事
会
開

第
九
回
  臨
時
理
事
会
開
催催

二
〇
二
〇
年
度
事
業
計

二
〇
二
〇
年
度
事
業
計
画画
・・
二
〇
二
〇
年
度
事
業
予
算
を
協
議

二
〇
二
〇
年
度
事
業
予
算
を
協
議
　
　

次
年
度
事
業
方
針
固
ま
る
定
款
に
記
さ
れ
た
事
業
を
忠
実
に
実

次
年
度
事
業
方
針
固
ま
る
  定
款
に
記
さ
れ
た
事
業
を
忠
実
に
実
施施

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
研
修
生
受
入
事
業
は
七
年
目

ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
研
修
生
受
入
事
業
は
七
年
目
にに
・・
現
地
友
愛
フ
ァ
ー
ム
も
活
動

現
地
友
愛
フ
ァ
ー
ム
も
活
動

エ
ヤ
ッ
プ
研
修
生
派
遣
事

エ
ヤ
ッ
プ
研
修
生
派
遣
事
業業
・・
受
入
事
業
で
次
世
代
へ
の
継
承
を
図
る

受
入
事
業
で
次
世
代
へ
の
継
承
を
図
る
　
　
　
　

友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー

友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ルル
・・
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
現
れ
る
友
愛
理
解

友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
現
れ
る
友
愛
理
解
　

　（１）　　　　令和２年（２０２０年）３月１０日 友　　　愛 第５６４号  

今
年
度
に
実
施
さ
れ
た
事
業
の
充
実
と

成
功
を
ふ
ま
え
、
次
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
と
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

　
現
在
整
備
さ
れ
て
い
る
諸
規

定
の
他
、
法
令
遵
守
の
見
地
か

ら
可
及
的
速
や
か
な
諸
規
程
の

整
備
を
目
指
す
。
定
例
の
理
事

会
、
評
議
員
会
に
於
い
て
承
認

を
求
め
、
速
や
か
な
効
力
の
執

行
を
目
指
す
。

　
２
、
事
業
運
営
体
制

　
定
例
の
理
事
会
に
お
い
て
、

担
当
理
事
に
よ
る
報
告
を
行

い
、
全
て
の
理
事
が
現
況
を
把

握
し
、
事
業
計
画
執
行
に
向
け

て
尽
力
す
べ
く
協
議
を
交
わ

す
。
　
諸
規
程
及
び
事
業
運
営
の
態

勢
を
見
直
し
、
推
進
し
、
機
能

を
構
築
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

（
以
下
略
）

…
…
…
…
…

　
事
業
計
画
及
び
事
業
予
算
に

つ
い
て
は
理
事
会
承
認
後
、
友

愛
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
併
せ
て
各
事
業
の
実
施
要
項

に
つ
い
て
も
、
閲
覧
可
能
と
な

り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
資
料
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

る
。
　
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
別
に
定
め
る
「
友
愛
小
論

文
コ
ン
テ
ス
ト
実
施
要
項
」
に

基
づ
く
。

⑥
普
及
啓
発
事
業

　
機
関
紙『
友
愛
』を
発
行
し
、

広
く
当
財
団
の
活
動
を
通
し
て

国
際
相
互
理
解
の
重
要
性
を
伝

え
る
。
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
既
刊
の
機
関
紙
全
て
を
掲

載
し
、
広
く
閲
覧
に
供
す
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
軸

に
、
友
愛
理
念
の
基
世
界
に
向

け
て
平
和
と
国
際
相
互
理
解
の

精
神
と
重
要
性
の
普
及
啓
発
に

つ
な
が
る
情
報
を
提
供
す
る
。

　
友
愛
の
普
及
に
つ
な
が
る
小

冊
子
・
書
籍
等
を
作
成
し
、
機

を
得
て
配
布
す
る
。

　
友
愛
の
理
念
に
つ
い
て
学
べ

る
機
会
を
提
供
し
、
広
く
普
及

啓
発
を
図
る
。

Ⅱ
　
公
益
目
的
事
業
実
施
の
た

め
の
財
源
・
必
要
と
な
る
財
産

　
上
記
の
公
益
目
的
事
業
に
必

要
な
経
費
は
、
本
財
団
の
収
入

（
寄
付
金
・
受
取
会
費
）
及
び

特
定
費
用
準
備
資
金
を
以
て
補

填
す
る
。

Ⅲ
　
組
織
運
営
体
制

　
１
、
諸
規
程
整
備

す
る
方
法
の
技
術
を
自
国
に
持

ち
帰
り
、
貧
困
の
解
消
の
一
助

と
な
る
知
識
・
技
術
・
技
能
研

修
の
機
会
を
与
え
る
。
同
時
に

国
内
の
若
者
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

と
の
交
流
に
よ
る
国
際
相
互
理

解
を
深
め
る
機
会
と
す
る
。

　
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
別
に
定
め
る
「
ミ
ャ
ン
マ

ー
農
業
研
修
生
受
入
事
業
要

項
」
に
基
づ
く
。

④
友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

事
業
（
表
彰
事
業
）

　
言
語
を
超
え
て
訴
え
る
写
真

と
い
う
媒
体
を
通
し
て
、
友
愛

・
平
和
・
環
境
の
重
要
性
を
訴

え
る
作
品
を
表
彰
し
、
世
界
平

和
実
現
の
精
神
涵
養
に
つ
な
げ

る
。
　
友
愛
・
平
和
・
環
境
を
テ
ー

マ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
作
品
を
募
集
し
、
訴
求
力
の

高
い
作
品
を
表
彰
す
る
。

　
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
別
に
定
め
る
「
友
愛
国
際

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
要
項
」

に
基
づ
く
。

⑤
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
事

業
（
表
彰
事
業
）

　
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
「
フ
ラ

ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
」
が
「
友

愛
の
理
念
を
以
て
、
全
人
類
の

融
和
を
」
と
説
い
た
よ
う
に
、

友
愛
理
念
の
も
と
次
世
代
を
担

う
若
者
が
世
界
の
平
和
に
資
す

る
た
め
、
国
際
相
互
理
解
を
深

め
る
機
会
を
得
る
こ
と
は
、
必

要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
事
柄
で
あ

る
。
世
界
の
融
和
を
求
め
る
と

き
、
隔
た
り
と
な
る
要
因
の
一

つ
に
言
語
が
あ
り
、
世
界
で
も

特
殊
な
言
語
で
あ
る
日
本
語
を

理
解
で
き
る
人
材
の
育
成
は
、

友
愛
理
念
の
啓
発
に
重
要
な
要

素
と
い
え
る
。

　
世
界
平
和
の
基
と
な
る
友
愛

に
つ
い
て
の
感
想
文
を
日
本
語

で
募
り
、
優
秀
作
品
を
表
彰
す

②
エ
ヤ
ッ
プ
派
遣
事
業
（
国
際

交
流
事
業
）

　
若
干
名
の
学
生
を
募
り
、
難

民
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
な
活

動
を
進
め
て
い
る
エ
ヤ
ッ
プ
の

活
動
の
実
際
を
体
験
し
、
世
界

の
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
提
供
す
る
。

　
実
施
内
容
に
関
し
て
は
、
別

に
定
め
る
「
エ
ヤ
ッ
プ
派
遣
事

業
実
施
要
項
」
に
基
づ
く
。

③
ミ
ャ
ン
マ
ー
受
入
事
業
（
国

際
交
流
事
業
）

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
主
た
る
産
業

で
あ
る
農
業
に
関
す
る
知
識
・

技
術
・
技
能
を
学
ぶ
機
会
を
与

え
る
。

　
特
に
、
将
来
収
入
源
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
作
物
（
サ

ツ
マ
イ
モ
等
）
の
育
成
方
法
及

び
農
産
物
が
商
品
と
し
て
流
通

　
併
せ
て
、
友
愛
理
念
の
普
及

・
啓
発
は
当
財
団
の
無
窮
の
課

題
で
あ
り
次
世
代
を
担
う
若
者

が
国
際
相
互
理
解
を
深
め
る
た

め
の
活
動
は
、
世
界
平
和
実
現

に
向
け
て
必
要
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
要
素
で
あ
る
。

①
エ
ヤ
ッ
プ
受
入
事
業
（
国
際

交
流
事
業
）

　
エ
ヤ
ッ
プ
が
推
薦
す
る
若
干

名
の
若
者
を
受
入
、
日
本
に
つ

い
て
の
研
修
、
平
和
理
解
の
た

め
の
広
島
市
視
察
な
ど
を
実

施
。
戦
争
の
傷
跡
を
有
す
る
日

本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
若
者

で
、
世
界
平
和
に
向
け
て
の
相

互
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
、
相

互
理
解
を
深
め
る
事
業
。

　
実
施
内
容
に
関
し
て
は
、
別

に
定
め
る
「
エ
ヤ
ッ
プ
受
入
事

業
実
施
要
項
」
に
基
づ
く
。

力
協
定
を
結
ん
で
い
る
エ
ヤ
ッ

プ
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
勤
労
青
年

連
盟
）
と
協
力
し
若
者
の
相
互

交
流
の
機
会
を
設
け
る
。

　
貧
困
の
解
消
は
、
世
界
平
和

の
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
若
者
を
招
聘
し
、

農
業
研
修
の
機
会
を
与
え
る
。

N
LD    

（
国
民
民
主
連
盟
）・
ミ

ャ
ン
マ
ー
学
生
連
盟
の
要
請
に

基
づ
く
。

　
ま
た
、
平
和
を
希
求
す
る
意

識
の
高
揚
は
、
そ
の
実
現
の
源

と
な
る
。
友
愛
理
念
を
理
解
し

且
つ
表
現
で
き
る
こ
と
は
、
世

界
平
和
実
現
の
具
体
的
活
動
に

つ
な
が
る
。

　
広
く
友
愛
理
念
を
普
及
・
啓

発
す
る
う
え
か
ら
も
、
表
現
に

対
し
て
の
表
彰
は
有
意
義
で
あ

る
。

公
益
財
団
法
人
友
愛
　

二
〇
二
〇
年
度
　
事
業
計
画
案

Ⅰ
　
公
益
目
的
事
業
の
部

　
本
法
人
は
、
定
款
に
記
さ
れ

た
目
的
の
遂
行
の
た
め
、
友
愛

の
理
念
の
も
と
世
界
平
和
を
目

指
し
、
以
下
の
事
業
を
実
施
す

る
。

国
際
交
流
事
業
　

（
一
）
定
款
上
の
根
拠
　
第
４

条
第
１
号
　

（
二
）
事
業
の
趣
旨

　
世
界
平
和
の
礎
で
あ
る
友
愛

の
理
念
の
も
と
、
次
代
を
担
う

若
者
に
世
界
平
和
に
対
す
る
意

識
の
涵
養
を
促
す
国
際
交
流
の

場
を
提
供
し
、
国
際
相
互
理
解

を
深
め
る
。

（
三
）
事
業
の
内
容

　
永
年
協
力
関
係
に
あ
り
、
協

充
実
し
た
事
業
実
施
を
目
指
し
て
、
事

業
予
算
の
組
み
立
て
に
は
、
多
く
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
慎
重
に
審
議
さ
れ
た

　
二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
三
日（
木
）十
八
時
よ
り
、第
九
回
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、二
〇
二
〇
年
度
事
業
計
画
及
び
事
業
予
算
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
た
。今
年
度
の
事
業
実
施
に
よ
る
実
績
を
ふ
ま
え
、各
担
当
理
事
か
ら
の
報
告
、次
年
度
に
関
す
る
意
見
等
を
基
に
、事
業

実
施
の
内
容
、そ
れ
に
伴
う
予
算
な
ど
が
提
示
さ
れ
、協
議
が
進
ん
だ
。

　
事
業
実
施
の
項
目
に
関
し
て
は
、今
年
度
の
事
業
を
基
に
継
続
の
方
向
で
、ま
た
各
事
業
の「
事
業
実
施
要
項
」に
関
し
て
若
干
の
変
更
が

必
要
と
の
意
見
を
受
け
、内
容
を
運
営
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。事
業
計
画
、事
業
予
算
に
つ
い
て
は
三
月
十
四
日
に
開
催
さ

れ
る
第
一
〇
回
臨
時
理
事
会
で
の
承
認
を
受
け
、次
年
度
の
事
業
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛

威
が
止
ま
ら
な
い
。
終
息
の
見

通
し
が
立
た
な
い
中
、
世
界
中

で
社
会
経
済
活
動
が
停
止
し

「
コ
ロ
ナ
大
恐
慌
」
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
現
時
点
で
オ
ー
バ

ー
シ
ュ
ー
ト
（
爆
発
的
患
者
急

増
）
が
起
き
て
い
な
い
日
本
で

は
「
経
済
死
」
が
む
し
ろ
怖
れ

ら
れ
、「
自
粛
疲
れ
」
や
「
コ
ロ

ナ
鬱
」
の
声
と
相
ま
っ
て
、「
通

常
」
へ
の
復
帰
が
模
索
さ
れ
始

め
て
い
る
。
▼
年
齢
に
よ
っ
て

重
症
化
率
な
ど
の
リ
ス
ク
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
も
、
あ
る
意

味
厄
介
で
あ
る
。
多
く
の
若
者

に
と
っ
て
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
自

ら
の
命
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な

く
、
祖
父
母
や
基
礎
疾
患
の
あ

る
人
々
に
感
染
を
広
め
な
い
た

め
に
、
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と

こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
は

い
え
、
武
漢
や
イ
タ
リ
ア
の
医

療
崩
壊
の
ケ
ー
ス
を
日
々
報
道

で
目
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

全
く
恐
怖
を
感
じ
な
い
わ
け
は

な
い
だ
ろ
う
が
。
▼
今
や
多
く

の
国
々
が
国
境
を
事
実
上
閉
ざ

し
、
自
国
民
の
保
護
を
最
優
先

と
し
て
い
る
こ
と
は
感
染
症
対

策
と
し
て
や
む
を
得
な
い
。
だ

が
、
米
中
間
で
の
責
任
問
題
論

争
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
国
益
を
振
り
か
ざ
す
動
き

も
少
な
く
な
い
。
感
染
症
と
の

闘
い
は
人
類
共
通
の
課
題
な
の

だ
か
ら
、
外
交
ゲ
ー
ム
を
展
開

し
て
も
、
勝
敗
が
分
か
れ
る
わ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
各
国
の

状
況
や
対
策
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
が
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

相
互
に
参
照
し
つ
つ
社
会
経
済

活
動
が
存
続
で
き
る
よ
う
な
最

適
な
解
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

▼
相
当
の
長
期
に
及
ぶ
で
あ
ろ

う
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
で

重
要
と
な
る
の
は
、
社
会
と
し

て
の
「
相
互
扶
助
」
の
精
神
で

あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
法
が

開
発
さ
れ
、
あ
る
い
は
相
当
数

の
人
が
感
染
し
て
免
疫
を
つ
け

る
「
集
団
免
疫
」
に
よ
っ
て
下

火
に
な
る
ま
で
、「
相
互
扶
助
」

で
乗
り
切
る
こ
と
を
望
む
ば
か

り
で
あ
る
。 

（
ヒ
ゲ
）



　令和２年（２０２０年）３月１０日 友　　　愛 第５６４号　（２）　

岡
定
子
先
生
が
言
わ
れ
て
い
た

「『
朋
有
り
、
遠
方
よ
り
来
る
、

亦
楽
し
か
ら
ず
や
。』
の
朋
と

は
、
同
じ
先
生
に
つ
い
た
、
同

じ
苦
労
を
共
に
し
た
人
の
こ
と

で
す
。」と
い
う
ご
説
明
を
彷
彿

と
さ
せ
る
時
間
が
流
れ
た
の
で

し
た
。

…
…
…
…
…
…

エ
ピ
ロ
ー
グ

　
さ
ら
に
さ
ら
に
、
年
末
に
は

二
〇
一
九
年
度
派
遣
員
の
同
窓

生
で
、
軽
井
沢
は
友
愛
山
荘
に

集
い
、
さ
ら
に
絆
を
深
め
た
と

の
こ
と
。
頼
も
し
い
限
り
で

す
。

…
…
…
…
…
…

※
註
：
地
獄
と
極
楽
で
使
わ
れ

て
い
る
と
い
う
三
尺
三
寸
（
約

一
メ
ー
ト
ル
）
の
箸
。

　
こ
の
箸
で
は
自
分
の
口
に
食

べ
物
を
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
相
手
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
る
。
地
獄
で
は
欲
が
先

立
ち
自
分
が
食
べ
よ
う
と
し
て

結
局
食
べ
ら
れ
な
い
。
極
楽
で

は
、
互
い
に
相
手
に
食
べ
さ
せ

て
い
る
と
い
う
。

　
利
己
で
は
な
く
利
他
を
説
く

説
話
。

年
度
派
遣
の
五
名
か
ら
は
、
今

の
自
分
の
日
々
の
業
務
活
動
や

研
究
活
動
に
つ
い
て
力
強
い
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
二
〇
一
九
年
度
派
遣
の

八
名
か
ら
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

あ
る
い
は
中
国
で
の
感
動
さ
め

や
ら
ぬ
様
々
な
出
会
い
の
思
い

出
と
と
も
に
、
今
後
の
自
分
の

行
動
に
活
か
し
て
い
く
た
め
の

力
強
い
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
　
後
半
の
理
事
長
と
の
ツ
ー
シ

ョ
ッ
ト
写
真
撮
影
タ
イ
ム
で

は
、
同
窓
生
が
相
互
に
ペ
ア
を

組
ん
で
互
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
り
あ
う

な
ど
、
仏
教
の
「
三
尺
三
寸
箸

の
説
話
」（
※
註
参
照
）
の
よ
う

な
時
間
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
理
事
長
よ
り
こ
の
同

窓
会
の
継
続
へ
の
期
待
表
明
と

共
に
、
同
窓
会
に
い
い
名
前
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
と
い
う
宿
題

が
出
て
中
締
め
と
な
り
ま
し

た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
締
め
と
言

い
つ
つ
も
、
名
古
屋
や
仙
台
か

ら
遠
路
は
る
ば
る
出
席
し
た
も

の
も
い
る
中
、
旧
交
を
温
め
合

う
宴
は
夜
遅
く
ま
で
、
い
つ
果

て
る
と
も
な
く
続
い
た
と
の
こ

と
で
す
。

　
こ
れ
も
ま
た
、
現
在
開
設
中

の
「
論
語
に
学
ぶ
友
愛
」
で
安

　
二
〇
一
九
年
十
一
月
九
日

（
土
）、
二
〇
一
七
年
度
エ
ヤ

ッ
プ
派
遣
員
五
名
、
二
〇
一
九

年
度
エ
ヤ
ッ
プ
派
遣
員
六
名
、

中
国
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
派
遣
員
二
名
の
十
三

名
が
友
愛
サ
ロ
ン
に
集
合
し
、

「
鳩
山
理
事
長
を
囲
む
友
愛
同

窓
会
（
仮
称
）」
が
開
催
さ
れ

た
。
　
当
日
は
鳩
山
理
事
長
の
若
き

同
窓
生
へ
の
期
待
と
、
自
ら
の

友
愛
に
よ
せ
る
気
持
ち
を
熱
く

語
る
挨
拶
に
始
ま
り
、
お
忙
し

い
中
出
席
下
さ
っ
た
谷
藤
悦
史

評
議
員
か
ら
友
愛
の
過
去
の
秘

話
の
数
々
の
紹
介
と
乾
杯
の
ご

発
声
を
、
戸
澤
英
典
評
議
員
か

ら
は
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
と
自
ら
の

研
究
の
関
わ
り
や
、
二
〇
一
七

年
度
エ
ヤ
ッ
プ
派
遣
で
の
現
地

裏
話
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
を

い
た
だ
い
た
。

…
…
…
…
…
…

　
場
が
和
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
同

窓
生
一
人
一
人
か
ら
の
自
己
紹

介
・
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
　
す
で
に
社
会
人
と
な
り
、
あ

る
い
は
学
生
も
既
に
医
学
部
四

年
生
と
な
っ
て
い
る
二
〇
一
七

　
公
益
財
団
法
人
友
愛
が
、
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
（
エ
ヤ
ッ
プ
）
へ
の
学
生
派
遣
事
業
及
び
中
国
で

開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
派
遣
事
業
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
若
者
に
、
国
際
感
覚
を
養
い
、
友
愛
の
理

念
を
体
感
す
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
実
施
し
て
い
る
派
遣
事
業
の
経
験
者
が
一
堂
に
会
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
前
回
の
派
遣
員
は
既
に
社
会
人
に
な
っ
て
い
る
者
も
混
じ
る
。鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
を
囲
ん
で
、楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

若
者
た
ち
の

友
愛
同
窓
会
開
催
！

理
事
　
西
川
伸
起

鳩山由紀夫理事長を囲んで、全員が笑顔で勢揃い！　この力とエネルギーを結集し
て友愛活動を推進して行きましょう！　写真前列左から：田中佐知子さん　戸澤英典
評議員　鳩山由紀夫理事長　川手正一郎最高顧問谷藤悦史評議員　　西川伸起理事
　後列左から：上堂園遼さん　後藤大智さん　吉田大志さん　小林琢磨さん　木本康
瑛さん　佐藤正幸さん　成田葵さん　坂本卓哉さん　戸澤春奈さん　荒石浩司さん
林有里紗さん　　攪上哲夫理事　井田安信理事　羽中田元美事務局長

第一回同窓会（仮称）記念に作成したミニアルバム。友愛HPに全頁カラーで掲載しております

中
で
も
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う

の
だ
。
そ
し
て
、
違
い
は
見
た

目
、
母
語
や
言
葉
の
使
い
方
な

ど
の
表
面
的
な
こ
と
に
限
ら

ず
、
価
値
観
、
道
徳
的
観
念
、

信
条
な
ど
内
面
的
、
精
神
的
な

方
面
に
ま
で
及
ぶ
。

　
残
念
な
が
ら
、
人
間
に
は
他

で
、
初
め
て
他
人
を
理
解
し
、

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
他

人
の
考
え
方
へ
敬
意
を
払
う
こ

と
で
お
互
い
に
信
頼
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
日
本
に
留
学
し
て
い
る
間

に
、
世
界
各
国
か
ら
の
留
学
生

と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
間
は
予
想
以
上
に
違
っ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

違
う
文
化
圏
に
生
ま
れ
育
っ
た

人
は
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
同
じ

国
、
同
じ
地
域
、
同
じ
家
庭
の

　
実
際
に
鳩
山
先
生
の
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
つ
く
づ

く
共
感
を
覚
え
た
。

　
言
い
換
え
れ
ば
、「
友
愛
」
と

は
中
国
語
で
言
う
「
大
同
」
で

あ
る
。「
大
同
」と
は
、
公
平
で
、

自
由
で
、
平
和
で
あ
る
理
想
的

な
社
会
を
意
味
す
る
。
人
間
の

社
会
を
こ
の
種
の
「
大
同
」
に

導
く
た
め
に
は
、
他
人
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
自
己
を
尊
ぶ

こ
と
が
大
切
だ
と
私
は
考
え
て

い
る
。
ま
ず
、
自
分
の
価
値
を

見
出
し
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と

　
寮
か
ら
講
演
会
の
会
場
へ
行

く
途
中
で
、
学
校
の
小
さ
な
花

壇
の
中
に
、
オ
ウ
バ
イ
が
咲
い

て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。

　
寒
い
風
に
立
ち
向
か
い
な
が

ら
、
黄
色
い
花
は
そ
れ
ぞ
れ
胸

を
張
っ
て
空
へ
向
か
っ
て
い
く

よ
う
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
こ

の
早
春
の
季
節
に
、
控
え
め
に

も
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し
く
咲
く

花
々
を
見
る
と
、
私
た
ち
人
間

の「
友
愛
」も
こ
の
よ
う
な
花
々

の
よ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」
一
位
入
賞
作
品
発
表

　
　
花
々
に
込
め
ら
れ
た
友
愛

北
京
語
言
大
学
　
三
年
　
任
　
耐
安

派
遣
員
が
勢
揃
い

未
来
の
友
愛
へ
の
第
一
歩
と
な
れ

派
遣
員
が
勢
揃
い
　
未
来
の
友
愛
へ
の
第
一
歩
と
な
れ
！！

オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
中
国
へ
友
愛
を
代
表
し
て
行
っ
て
来
ま
し
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
中
国
へ
友
愛
を
代
表
し
て
行
っ
て
来
ま
し
た
　
　

国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
派
遣
員
が
一
堂
に
会
し
意
見
交

国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
派
遣
員
が
一
堂
に
会
し
意
見
交
換換

見
事
な
日
本
語
で
ス
ピ
ー

見
事
な
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チチ

一
位
入
賞

任
耐
安
さ
ん（
三
年
生

一
位
入
賞
　
任
耐
安
さ
ん（
三
年
生
））
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人
は
自
分
と
同
じ
だ
、
ま
た

は
、
他
人
が
自
分
と
同
じ
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
傾
向
が
あ

る
。
個
人
間
の
人
間
関
係
の
場

合
、
こ
の
よ
う
な
思
い
が
常
に

人
間
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
。

　
例
え
ば
、
い
つ
も
理
解
し
て

く
れ
る
友
が
、
あ
る
点
に
つ
い

て
自
分
を
わ
か
っ
て
く
れ
な
か

っ
た
ら
、
怒
り
を
抑
え
き
れ
ず

相
手
に
不
信
感
や
嫌
悪
感
を
覚

え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
方
、
そ
れ
が
国
家
の
場

合
、
こ
の
よ
う
な
思
い
が
歴
史

的
な
悲
劇
を
も
た
ら
し
か
ね
な

い
の
だ
。
一
旦
相
手
国
の
行
動

を
納
得
で
き
な
か
っ
た
ら
、
も

は
や
交
渉
す
る
余
地
さ
え
な
く

な
り
、
武
力
だ
け
に
訴
え
て
し

ま
う
事
件
は
歴
史
上
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
の
一
つ

と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

中
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
残
忍

な
虐
殺
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
か
ら
脱

出
す
る
た
め
に
は
、
鳩
山
先
生

が
説
か
れ
た
「
友
愛
」
の
精
神

が
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
自
身
と
他
人
の
間
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
と
認
識
し
た

上
で
、
自
身
を
尊
重
し
つ
つ
、

他
人
の
違
う
点
を
認
め
、
敬
意

を
払
う
こ
と
。

　
も
し
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
よ

う
な
友
愛
の
精
神
を
実
践
で
き

た
ら
、
世
界
は
ど
れ
ほ
ど
平
和

に
な
る
だ
ろ
う
。

　
会
場
か
ら
の
帰
り
に
、
も
う

一
度
オ
ウ
バ
イ
の
木
に
近
づ
い

て
花
々
を
じ
っ
と
見
つ
め
る

と
、
蕾
の
花
、
咲
き
始
め
の
花
、

満
開
の
花
、
同
じ
木
に
生
え
な

が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
は
誇

ら
し
げ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
違
っ
た

姿
を
人
た
ち
に
見
せ
て
い
た
。

　
他
の
花
と
競
い
合
う
こ
と
も

な
く
、
一
生
懸
命
に
そ
れ
ぞ
れ

が
最
善
を
尽
く
し
て
い
た
。「
友

愛
」
と
は
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
花

の
姿
、
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
機
会
を
得

る
事
が
出
来
た
の
は
、
現
在
日

本
で
東
京
大
学
に
留
学
中
の
孔

祥
明
さ
ん
の
仲
立
ち
に
よ
る
。

孔
祥
明
さ
ん
自
身
も
、
孔
子
か

ら
数
え
て
第
七
十
五
代
の
子
孫

に
あ
た
り
、
孔
德
墉
先
生
と
は

懇
意
の
間
柄
。
鳩
山
由
紀
夫
理

事
長
の
通
訳
を
務
め
た
こ
と
も

あ
る
関
係
か
ら
、
今
回
の
面
談

を
設
定
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
孔
德
墉

先
生
は
、
香
港
か
ら
出
向
い
て

く
だ
さ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
、

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
始
め
、
一

堂
大
変
恐
縮
し
た
。
と
同
時

に
、
孔
先
生
の
活
動
力
、
お
元

気
さ
に
、
更
に
驚
い
た
。

　
毎
年
秋
に
は
孔
子
の
故
郷

で
、
孔
子
廟
の
あ
る
山
東
省
曲

阜
に
お
い
て
、
孔
子
を
讃
え
る

盛
大
な
祭
が
開
催
さ
れ
、
孔
家

の
方
々
が
参
集
す
る
と
の
こ

と
。
孔
子
を
学
び
、
こ
の
祭
に

興
味
津
々
の
鳩
山
理
事
長
は
、

「
是
非
、
こ
の
祭
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
」
と
の
孔
德
墉
先
生

の
お
誘
い
に
、「
積
極
的
に
考
え

て
み
ま
す
」
と
回
答
。
訪
問
記

を
楽
し
み
に
し
た
い
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
率
い
る
友
愛
訪
中
団

孔
子
第
七
十
七
代
子
孫
孔
德
墉
先
生
と
面
談

限
定
復
刻
版
「
論
語
」
を
贈
ら
れ
る

九
十
三
歳
矍
鑠
た
る
孔
子
家
当
主

　
友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
の
た
め
北
京
を
訪
れ
た
友
愛
訪
中

団
は
、
十
二
月
十
二
日
（
木
）
二
十
一
世
紀
飯
店
に
お
い
て
、
孔
子
か
ら
数
え
て
第
七
十
七
代
目
の
子
孫
に
あ

た
る
孔
德
墉
先
生
と
お
会
い
す
る
機
会
を
得
た
。
九
十
三
歳
と
は
思
え
ぬ
お
元
気
な
孔
先
生
か
ら
、
直
接
「
論

語
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
う
と
い
う
僥
倖
も
あ
っ
た
。

　
一
行
は
、限
定
の
復
刻
版「
論
語
」の
書
を
い
た
だ
き
、食
事
を
共
に
し
、貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　「
秋
に
は
孔
子
の
故
郷
で
毎
年
開
か
れ
る「
孔
子
祭
」に
行
き
ま
し
ょ
う
」と
鳩
山
理
事
長
と
、話
が
弾
ん
だ
。

活
舌
良
好
、
言
語
明
瞭
、
と
て
も
九
十

三
歳
と
は
思
え
な
い
迫
力
。
穏
や
か
な

笑
顔
が
素
晴
ら
し
い
　
孔
德
墉
先
生

「子曰吾十有五にして学に志し三十にして立ち、四十にして惑わず…」の有名な章句が掲載されているページ（為政第二）写真
右　そのページを開き、鳩山理事長を笑顔で語る孔德墉先生。写真左　本の文字は全て赤い色で記されている
＊この限定本は、友愛事務局に保管してあります。閲覧をご希望の方は、事務局までご連絡ください。お申込いただいた方から
順に、日時を決めてご案内させていただきます

揮
毫
の
文
字
に
も
力
強
さ
が
現
れ
て
い

る
。「
和
為
貴
」。
鳩
山
一
郎
先
生
、
鳩
山

威
一
郎
先
生
も
好
ま
れ
た
成
句

同
行
の
学
生
達
も
一
緒
に
、
貴
重
な
記

念
撮
影
。
写
真
後
列
右
か
ら
二
人
目
が

仲
介
役
の
孔
祥
明
さ
ん

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際
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催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

日
本
の
印
象
、
こ
れ
か
ら
の
若
者
の
課
題
な
ど
、

積
極
的
な
意
見
交
換
が
続
く

　
去
る
十
二
月
十
二
日
北
京
の

二
十
一
世
紀
飯
店
に
お
い
て
、

第
二
回
友
愛
サ
ロ
ン
が
開
催
さ

れ
た
。

　
こ
れ
は
、
日
本
の
学
生
と
中

国
の
学
生
、
そ
し
て
中
国
に
留

学
中
の
学
生
を
交
え
、
学
生
が

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
互
い
の
国

の
事
情
な
ど
を
発
表
し
な
が
ら

意
見
交
歓
す
る
も
の
で
、
今
回

は
十
六
名
（
日
本
、
中
国
、
韓

国
）
の
学
生
が
集
い
、
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
日
本
か
ら
友
愛
訪
中
団
と
し

て
参
加
し
た
三
人
の
学
生
は
、

事
前
に
相
談
し
、「
日
本
、
ま
た

は
日
本
人
に
つ
い
て
の
印
象

は
？
」
と
い
う
設
問
を
機
に
、

お
互
い
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

理
解
し
あ
え
る
の
か
、
ま
た
こ

れ
ら
の
自
分
た
ち
の
世
代
が
で

き
る
真
の
国
際
交
流
と
は
何
か

を
話
し
あ
っ
た
。

　
「
固
く
て
真
面
目
で
取
っ
つ

き
に
く
い
」
と
い
う
日
本
人
の

印
象
に
、
日
本
の
学
生
三
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
て
苦
笑
い
す
る

場
面
も
。
討
論
会
終
了
後
は
、

中
国
伝
統
の
お
茶
を
い
た
だ

き
、
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様

子
で
、
若
者
同
志
互
い
に
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
し
て
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
交
換
。
便
利
な

機
器
に
後
押
し
さ
れ
て
国
際
感

覚
も
ス
ピ
ー
ド
も
、
確
実
に
発

展
し
て
い
る
。
多
く
の
若
者

が
、
友
愛
の
旗
の
下
に
集
う
日

が
、必
ず
訪
れ
る
と
確
信
し
た
。

頼
り
に
な
る
ま
と
め
役
と
し
て
活
躍
　

吉
田
大
志
さ
ん
　
中
国
の
文
化
を
ど
ん

欲
に
見
学
、
学
習
。
期
待
し
て
ま
す
！

日
本
人
は
ど
ん
な
印
象
で
す
か
？
　
と

口
火
を
切
っ
た
成
田
葵
さ
ん
　
司
会
役

も
見
事
に
こ
な
し
て

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
一

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
一
年年

一
橋
大
学

四

一
橋
大
学
　
四
年年

音
楽
を
専
攻
し
て
、
今
は
国
語
の
先
生

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
伝
え
る
事
は
大

切
で
す
と
語
る
　
上
堂
薗
遼
さ
ん

朝
四
時
に
家
を
出
て
参
加
し
ま
し
た
。

と
語
る
管
観
福
さ
ん
　
日
本
語
を
勉
強

し
て
い
ま
す
／
天
津
外
語
大
学

日
本
人
は
真
面
目
で
良
く
で
き
る
感
じ

が
す
る
と
　
北
京
で
勉
強
中
の
趙
天
鵬

さ
ん
／
北
京
人
民
大
学

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は
挨
拶
の
あ
と
、

正
面
の
席
を
学
生
に
譲
り
、
全
て
を
若

者
で
運
営
す
る
よ
う
促
し
た

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
。
伝
統
的
茶

道
、
珍
し
い
文
字
を
披
露
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
も
一
緒
。
文
化
の
交
差
点

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
二

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
二
年年



中
国
へ
支
援
物
資
・
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

中
国
へ
支
援
物
資
・
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
るる

山
川
異
域

風
月
同
天
を
合
い
言
葉

山
川
異
域
　
風
月
同
天
を
合
い
言
葉
にに

　令和２年（２０２０年）３月１０日 友　　　愛 第５６４号　（４）　

内閣府　青年国際交流事業　日本代表青年募集のお知らせ
＊参加を希望される方は、内閣府のHP（ポスター右下のQRコード）にアクセスし、内容を確認してご応募ください＊

に
届
け
ら
れ
た
物
資
に
、
こ
の

よ
う
な
言
葉
が
書
か
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
山
川
異
域
、
風
月
同
天

　
（
別
の
場
所
に
暮
ら
し
て
い

て
も
、
自
然
を
通
し
て
繋
が
っ

て
い
る
の
意
。
唐
代
、
鑑
真
和

上
が
、
日
本
の
皇
族
（
長
屋
王
）

か
ら
贈
ら
れ
た
袈
裟
に
刺
繍
さ

れ
た
こ
の
言
葉
に
感
銘
を
受

け
、
日
本
行
き
を
決
意
し
た
と

言
わ
れ
る
）

　
こ
の
言
葉
を
、
武
漢
、
湖
北

省
、
中
国
全
土
で
危
機
に
直
面

し
、
立
ち
向
か
っ
て
い
る
、
す

べ
て
の
中
国
の
友
、
そ
し
て
運

命
共
同
体
た
る
人
類
に
贈
り
ま

す
。
あ
な
た
方
は
、
一
人
で
は

な
い
。
私
達
も
、
と
も
に
向
き

合
い
、
闘
っ
て
行
く
の
だ
と
。

　
こ
れ
か
ら
、
何
が
出
来
る

か
、
何
を
な
す
べ
き
か
、
識
者

や
現
地
に
詳
し
い
方
の
ご
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
私
な
り
の
支

援
を
考
え
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
も
、
是
非
、
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

 

鳩
山
由
紀
夫

染
者
を
数
え
て
い
ま
す
。
既
に

対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
中
を
は
じ
め
各
国
で
ウ

ィ
ル
ス
の
分
離
に
成
功
し
た
と

の
ニ
ュ
ー
ス
も
流
れ
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
の

開
発
を
は
じ
め
、
終
息
に
向
か

う
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
註
：
二
月
五
日
現
在
の
情
報

に
よ
る
）

　
二
〇
一
一
年
日
本
を
襲
っ
た

東
日
本
大
震
災
の
際
に
、
中
国

か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
頂
い
た

こ
と
を
、
我
々
は
決
し
て
忘
れ

て
は
い
ま
せ
ん
。
今
、
中
国
で

は
医
療
用
物
資
が
欠
乏
し
て
お

り
、
現
場
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
す

ら
満
足
な
衛
生
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
と
も
伺
っ
て
お

り
、
と
て
も
心
配
し
て
お

り
ま
す
。
私
ど
も
も
、
引

き
続
き
、
各
方
面
へ
の
支

援
を
呼
び
か
け
、
対
応
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

何
分
、
日
本
国
内
で
も
、

物
資
の
調
達
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
昨
今
、
如
何
に

お
役
に
立
て
る
か
、
対
応

を
協
議
し
て
お
り
ま
す
。

　
 先
日
日
本
か
ら
、
中
国

ジ
を
贈
り
、
大
切
な
仲
間
に
一

緒
に
頑
張
ろ
う
の
気
持
ち
を
贈

っ
た
。 （
二
月
五
日
現
在
状
況
）

　
『
友
愛
』
読
者
の
皆
さ
ま
に

も
、
そ
の
状
況
を
お
伝
え
し
、

こ
れ
か
ら
の
日
々
を
、
健
康
で

安
全
に
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き

た
く
、
こ
こ
に
鳩
山
由
紀
夫
理

事
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
文
を
掲

載
し
ま
す
。

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
文

　
 最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
で
全
世

界
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
者
が
二
〇
〇
〇
人
近
く
に

上
り
、
死
亡
者
も
四
〇
〇
人
を

超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
も
二
〇
人
の
感

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
こ
の

対
策
に
全
員
が
心
を
一
つ
に
、

友
愛
の
理
念
を
も
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
中
国
で
は
、
湖
北
省
武
漢
市

を
中
心
に
重
大
な
状
況
を
呈
し

て
い
た
。
湖
北
省
は
、
友
愛
の

植
林
活
動
で
も
、
長
江
の
ほ
と

り
を
中
心
に
最
大
の
規
模
を
実

施
し
た
縁
の
地
で
あ
る
。

　
（
公
財
）
友
愛
は
、（
一
財
）

東
ア
ジ
ア
協
同
体
研
究
所
、（
一

社
）
日
中
一
帯
一
路
促
進
協
会

と
協
力
し
て
、
中
国
武
漢
市
を

中
心
に
医
療
器
材
と
鳩
山
由
紀

夫
理
事
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

支援物資と共に贈られたポスター（写真上）

「中国加油」（頑張れ中国）の文字を入れ、この
支援活動を伝えるポスターも作成した（写真右）

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
鳩

山
由
紀
夫
理
事
長
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
視
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
友
愛
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク

セ
ス
し
ま
す

◆
正
月
気
分
も
さ
め
や
ら
ぬ

頃
、
中
国
武
漢
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
十
数
年

前
、
上
海
か
ら
武
漢
へ
、
そ
し

て
宜
昌
の
小
さ
な
空
港
へ
。
そ

こ
か
ら
車
で
数
時
間
走
り
、
シ

キ
県
の
植
林
現
場
に
た
ど
り
着

き
、
長
江
（
揚
子
江
）
を
遡
り

急
斜
面
に
ミ
カ
ン
の
木
を
植
え

ま
し
た
。
シ
キ
県
の
事
業
は
六

回
も
続
き
、
三
峡
ダ
ム
の
出
来

上
が
っ
て
行
く
様
子
も
、
毎
年

迫
力
を
感
じ
な
が
ら
眺
め
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
場
所
が
大
変

だ
と
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
心
を
痛

め
ま
し
た
。
そ
れ
は
故
郷
を
心

配
す
る
気
持
ち
に
似
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
今
や
世
界
的
心
配

事
。
一
日
も
早
い
収
束
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。 

（
も
）

　公益財団法人友愛は、皆さまからの会費（寄付）を公益事業に活用させ
ていただいております。これからも友愛理念のもと、有意義な公益活動を
続けるためにも、皆さまのご協力をお願い申し上げます。
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